
 

内野小学校の教育目標 

学びを生かし、豊かな心とたくましく生きる力を備えた子どもの育成 

 

目指す児童像 

いっしょうけんめいにがんばる子 

「やさしい子」  「かしこい子」  「たくましい子」 

 

ご入学・ご進級、おめでとうございます 
お子様のご入学・ご進級、誠におめでとうございます。私は、４月１日に内野小学校に着任いたしまし

た校長の御子柴寛と申します。どうぞよろしくお願いします。創立から４３年となる内野小学校。今もこ

こで過ごしている児童のみなさんや、内野小学校で学び、巣立っていった卒業生のみなさん、保護者の皆

様、地域の皆様が創ってきたよき伝統を守りながら、これからも進化し続けられるよう学校経営に努力し

ていきます。 

さて、本日、４月７日に令和８年度をスタートさせる始業式を行いました。始業式で児童のみなさんに

二つの話をしました。 

一つ目は私の自己紹介です。私には苦手なことがあります。それは、「人の顔と名前を覚えること」で

す。「え～、先生なのに顔と名前を覚えることが苦手なの？」と思われてしまうかもしれませんが、どう

ももの覚えがよろしくありません。担任をしている頃も、クラスの子ども達の名前をしっかり覚えるまで

に一月くらいかかっていました。そんな私ですので、今日も児童のみなさんに、「６００人以上の名前と

顔を一致させることは、私にとってとても難しいことです。間違えてしまったら謝りますので、許してく

ださい。」とお願いしました。そして、「完璧な人はいないと思います。そして人は間違えます。だから、

間違ったときにちゃんと謝ったら、許してほしいです。」と話しました。 

二つ目は、上にも載せさせて頂いていますが、学校教育目標と目指す児童像についてです。学校教育

目標については、「みなさんが『学びを生かし、豊かな心とたくましく生きる力』を身に付けることが

できるように私と先生達、全員で頑張ります。みなさんには、どうしたら「やさしい子」「かしこい

子」「たくましい子」になれるか日々考えながらこれを目指して欲しいです。頑張ってください。」と。

きっと子ども達は進級を機に、「よし！頑張るぞ！」とはりきっていると思います。でも、大人もそうで

すが目標に向かって日々努力し続けるのは難しいことです。人には弱い面があって、つい自分に都合が

良いように、また、楽な方に流されがちです。子ども達にそんな姿が見られたとき、我々大人が「それ

でいいのかな？それで自分の目指している自分になれるかな？」と、ときどき声をかけていきましょ

う。 

 最後に保護者の皆様にお願いです。私は、学校という場所は、子ども達が自立して大人社会に出たと

きに、まわりの人とうまくつきあいながら、自分もまわりの人も幸せにすることができるように練習す

る場でもあると思っています。自立した社会人になるまでにはたくさん間違えるでしょう。そんなとき

には、よく子ども達の話を聞いて、「どうしたいか」を考えさせ、指導や支援をしていきます。友達との

トラブルもあるでしょう。そのときも双方からしっかり話を聞いて、友達同士でも話し合いをして、相

手の考えを理解しながら「互いにこれからどうしていきたいか」を考えさせ、譲り合いや、折り合いを

つけて関係を修復し、よりよい関係になるよう指導と支援をしていきます。 

文章ではうまく伝わらないかもしれません。すみません。ですので、これからできるかぎり多くの保

護者の方々とお話をしてお伝えしたいと思っています。保護者の皆様にもこのことを御理解いただけま

すと幸いです。 

お子様のことでご心配なことがありましたらいつでも御連絡ください。今年度もこれまで同様、本校

教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いします。 
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